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護 国神社 を事例 とする,

都市のシンボル的施設 に対す るイメージの変遷

森 幸雄

TheSpatxalSymbolismincases

ofGokoku-JinjaShrines.
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護国神社 は,1939(昭 和14)年 に内務省に よって制定 された,東 京都 を除

く0府 県一社 を原則 にす る指定護国神社 の制度 にもとついてい る。ただ し,

伝統 的に県内に複数の陸軍聯隊 区がある県のなかにはs県 内1カ 所 にす るの

が難 しか った ところ もある。岐阜県が岐阜 ・大垣 ・高山の3ヶ 所,兵 庫県が

神戸 ・姫路,広 島県が広島 ・福 山,島 根県が松江 ・浜田のそれぞれ2ヶ 所が

指定護国神社 となった。 また,北 海道は函館 ・札幌 ・旭川の3ヵ 所が指定護

国神社 となった。

ひとたび,一 府県一一社の指定護国神社がで きる と,以 前か らあった県内の

招魂社 や招魂碑 ・招魂標 な どの一部 は,指 定護国神社へ とつ ながる系譜で語

られるようになる。 このため,招 魂社 な どがその設立時点で付与 されていた

意味が変容 してい くことに充分留意する必要がある。招魂社 あるいは招魂場

がつ くられ,そ れが護国神社へ と発展 してい く経緯や,戦 後,護 国神社 をさ

さえた制度がな くなったなかで,護i国 神社が保持 されて きた点な ど,地 域 シ

ンボル施設 として各地の護国神社の変遷の事例 を詳 しくた どってい くと,興

味深 いことがみえて くる。

本稿 は,護 国神社(招 魂社)を ひ とつの手がか りとしなが ら,都 市のシン

ボル的施設に対するイメー ジの変遷 を,明 治維新後の近代 日本 の都市 の変化

のなかで考 えるものである。 なお,本 稿 では護国神社成立以前 の招魂社時代

も含めて,個 々の事例 を示す場合 に護国神社 の名称 を用いることもある。
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1官 軍兵士慰霊施設 としての明治初期招魂社

明治初期 には,幕 末 ・明治維新期 に戦死 した官軍兵士の慰霊儀式の場が招

魂社 となった。 この慰霊儀式の対象 には反新政府側 の死者は含 まれず,死 者

を選別 したうえでの慰霊儀式 とい う,日 本の慰霊のなかでは特異 なものであ

った。戦死 した官軍兵士の慰霊儀式 は明治政府が指示 した ものであ り,東 北

地方で反新政府側 につ いた藩で は自藩 の死者の慰霊 がで きず,外 部か らの

「侵入者」であった官軍兵士の死者 を厚 く祀った ところ もある。

招魂社が制度的に整 え られるのが,1875(明 治8)年 の招魂社の制度であ

る。各地 の招魂場で旧藩主 などがお こなって きた祭祀が,廃 藩置県後,財 政

的な後 ろ盾 を失 ってで きな くな り,荒 廃す る招魂施設 もあった。 このため,

政府 は官費 をもって維持す るこ ととし,1874(明 治7)年 これ らの招魂場 を

招魂社 とした。 この意味では,招 魂社 は幕末か ら明治維新期 とい う歴史のあ

る時点の記憶の場 ともなった。

以後 も各地 に招魂社 がつ くられて きたので,1901(明 治34)年,明 治7年

時点での招魂社 を官祭招魂社 と称す ることに し,官 祭招魂社以降の招魂社 は

すべ て私祭招魂社 と称 した。官祭招魂社 には,明 治7年 までの祭神以外の祭

神 もいたが,そ れ らは私祭祭神 とされ,官 費の交付 をうけられなかった。靖

国神社 は遠 いので,近 隣で参拝 したい とい う気持 ちか らつ くられた私祭祭神

も少 な くなかった。

護国神社 として整備 される以前,招 魂社 はそれぞれの地域性や都市の幕末

か らの歴史 を反映 し,い ろいろな経緯 を経ている。指定護 国神社 となった も

のについて,系 譜的にさかのぼった先行研究 によると1),表1の ようなパ タ
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表1護 国神社 の系譜

楠公祭 → 招魂祭 → 招魂社 → 靖国神社

招魂墳墓 → 招魂場 → 招魂社 → 護国神社

境内社 → 招魂社 → 護国神社

招魂碑(忠 魂碑 ・忠霊塔)→ 招魂社 → 護国神社

招魂社 → 護国神社

護国神社

小林 健 三 ・照 沼好文 著,1969i『 招 魂社 成立 史の研 究』錦 正社,106頁
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一 ンにまとめ られる。明治初期の招魂社 をみるうえで は,官 軍墳墓に併設 さ

れるタイプ と墳墓のない タイプ とに区分 してみてい くと,設 立事情がわか り

やすい。明治初期の招魂社 に特徴的 なのは官軍墳墓 に併設 される タイプが多

いことであ る。 また,幕 末か らの0連 の内戦の中で,戦 没者の区分がお こな

われ,官 軍側の戦死者のみが招魂社 で祀 られている。

(1)官 軍墳墓 に併設 される タイプ

① 官軍 となった藩

官軍側の長州藩や薩摩藩な どでは墳墓に併設するかたちで多 くの招魂社 が

つ くられている。

長州藩で は,幕 末か ら多 くの招魂社がつ くられた。明治改元 までに長州で

は,1864(元 治元)年 に創建 された赤妻招魂社 をは じめ,14の 招魂社がつ く

られた。 さ らに明治の ものを合わせ ると,20以 上になる。 これ らの招魂社 は,

明治維新の一連の戦 いの死者 を,地 域 ごとに葬 った墓地に併設されている。

また,薩 摩藩では,1868(明 治元)年 に創建 された鹿児島招魂社 をは じめ

として}1875(明 治8)年 の高 山招魂社 までに18の 招魂社が創建 された。 こ

の ように,官 軍 となった諸藩はそれぞれ藩 ご とに自藩の戦没者を祀るための

招魂社 をつ くっている。

官軍諸藩の招魂社 は,の ちに指定護 国神社がつ くられて も廃iLさ れること

な く,指 定外の護国神社 として存続 している。表2に みるように,指 定外の

護国神社の多 くは明治10年 以前の創建であるが,そ れ らは官軍の墓所 に併設

された ものが多い。

② 戦地

戊辰戦争で転戦 した先 々で,官 軍兵士の墓がつ くられ,後 に兵士 を祀 るた

めに招魂社がつ くられている。

山形藩で は,1869(明 治2)年 に,薩 摩藩二番大砲 長 ・久永龍助以下10名

の慰霊の祭典 をお こなっている。 これが後 に官祭山形招魂社 とな り,山 形県

護国神社 となった。
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表2招 魂社の創立年代

明治10年 以前

明治11年 ～ 明 治20年

明治21年 ～ 明 治30年

明治3ユ年 ～ 明 治40年

明治41年 ～ 大正5年

大 正6年 ～ 大正15年

昭和 元年 ～ 昭和10年

昭和11年 ～ 昭和20年

計
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『全國護國神社二十五年史』27-28頁

福 島では,戊 辰戦争の激戦地であった,会 津若松,三 春,中 村 にそれぞれ

官軍兵士のための墓所 と招魂社がつ くられた。1879(明 治12)年 に,3つ の

招魂社が合祀 され,戦 場 とは無縁 であった福 島市 につ くられた官祭信夫山招

魂社 となった。

函館では,官 軍兵士墓地のわ きにつ くられた招魂場が,1874(明 治7)年

に函館区潮見町官祭招魂社 とな り,後 に函館護国神社 となっている。

新潟では,1868(明 治元)年 に新潟府が中心 とな り,常 盤岡で,戊 辰戦争

で戦死 した官軍将士606名 の慰霊祭 をお こなった。 ここが後の官祭新潟招魂

社 とな り,新 たに別の場所 につ くられた新潟県護国神社 に合祀 されるように

なる。

函館では旧幕府軍側の兵士 を葬った地に碧血碑 の墓標が建て られ現在 は史

跡 となっているが,そ うした事例 は例外的で,反 新政府側の戦没者 は,ひ っ

そ りと葬 られ,埋 葬地がわか らな くなっている。

③ 反新政府側の藩

反新政府側の藩の中には,藩 論 に反 して尊王運動 に参加 した藩士 の事跡を

掘 り起 こして,そ の人物 を祀 る招魂社 をつ くるところ もあった。

た とえば,盛 岡藩は,戊 辰戦争 に際 して賊軍 とされた藩である。ただ,藩

内 には尊王運動 に参加 したもの もあ り,藩 内の尊王運動参加者 を祀 ることで,

戊辰戦争の賊軍の ラベルを消そ うとした ものであった。

1869(明 治2)年 に,盛 岡藩知事 となった旧藩主の南部利恭は,尊 王運動
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に参加 し,自 裁 した 目時隆之進 ・巾島源蔵の2人 を祭神 として盛岡市東 中野

茶畑 に招魂社 を創建 した0そ の後,明 治9年,県 令 ・島惟精は,県 下に埋葬

されていた仙台藩士 ・三好監物 ら戊辰戦争 の官軍側戦没者8名 の霊 を合祀,

官祭岩手招魂社 となった。

④ 引 き取 り手のない志士の墓

幕末 に弊れた 「勤王の志士」 は国事犯であるため,出 身藩に戻 って も埋葬

場所 がな く,京 都 の寺 院で も埋葬 しなかった。そこで神社の境内であった現

在の京都霊 山護国神社 の場所が墓所 となった。 ここが1868(明 治元)年5月

10日 太政官布告第一・号 を もって,霊 山官祭招魂社 となる。霊山山上の各所 に,

京都府や鳥取 ・高知 ・山口 ・熊本な ど::1の 招魂社殿 が建 ち祀 られた。 さら

に明治12年,現 在 の境 内に霊山表忠之碑が建て られ,碑 前で招魂祭が行われ

る ようになる。 この意味では,招 魂の形式を とりなが らも,墓 所 に併設 した

招魂社の形式である。

(2)墳 墓のないタイプ

① 招魂祭 の会場か ら

招魂祭を挙行す る場 として招魂碑 や招魂塔があ り,そ の場所 が招魂社 とな

った タイプである。

た とえば,愛 知県護国神社 はその由来 を次の ように している。1868(明 治

元)年1月,戊 辰戦没者 の招魂祭が尾張藩主徳川慶勝 によ り下屋敷脇 の練武

場でお こなわれた。翌年5月,徳 川慶勝 が愛知郡川菜村元香積 院山に,直 筆
せい ちゅう しゃ

の 「哀些忠勇戦死碑」 を建立,方 笙忠 社 として,戊 辰戦争 の戦没 藩士 を祀 っ

た。 この施忠社 が招魂社 となった。

② 招魂施設の新設

墓所 とは別に招魂の施設がつ くられたのが,東 京招魂社 であ る。京都 の;,

山招魂社が明治維新 で艶れた人々に有縁 の場所であったのに対 して,東 京招

魂社 は中央での招魂儀式にふ さわ しい場所 としてつ くられた。東京招魂社の

招魂儀式には,楠 正成 を追慕す る楠公祭が影響 を与 えている。楠公祭 は幕末

か らおこなわれ るようにな り,楠 正成の墓所や有縁 の地 だけではな く,さ ま
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ざまな場でお こなわれていた ものである。

2郷 土出身者慰霊施設への変化

明治中期以降,招 魂社 をめ ぐる状況が変 わって くる。佐賀の乱,萩 の乱,

熊本神風連の乱,西 南戦争な どの内戦が次々 とお きると,反 新政府側 であっ

た地域か ら多 くの兵士が 「官軍」・である政府軍 として参加 し,戦 死者 も少 な

くなかった。国家 によって聖別 され,招 魂 され るべ き 「官軍の戦没兵士」が

増 えてい く状況 となって くる。また同時に,軍 事制度の整備 に ともない,兵

士 の墓所が 「官軍墓地」ではな く 「軍人墓地」 になってい く。 このため,さ

らにその後の台湾出兵やその後 の 日清戦争,日 露戦争 などの対外戦争がつづ

くなかで,招 魂社 の性質の変化が求め られることになる。

(1)二 種類 の祭神 と二種 類の招魂社

このなかで,旧 来の招魂社のなかには,新 たな祭神 として戦没者 を加 えて

い くもの もあったが,な かで も興味深いのは,長 崎の事例であ る。

長崎 の事例2)

長 崎では,幕 末 ・維新時 に,旧 長崎奉行 配下 の地役人が 官軍の振遠隊 と

して奥羽戦争で秋田に出征 し,戦 死者 を出 している。その戦死者 を葬る振遠

隊墓地が設け られ,大 楠神社脇 を招魂場 として招魂祭が行 なわれたのは1868

(明治元)年 であ る。翌年,函 館戦争での長崎出身戦没者 を加 えて,大 楠神

社 に合祀 され,招 魂社 と呼 ばれるようになる。1875(明 治8)年 に官祭招魂

社 となる。

1874(明 治7)年 の台湾 出兵 では長崎が将兵 の出発地 ・帰 還地 となった。

この戦役 では病気 にかかる ものが多 く,戦 死者12人 に対 して病死者300名 以

上で,罹 病者は さらに多かった。戦病死者 は長崎 に搬送 され,ま た罹病者 は

長崎の第六大区医学校 で治療 されたが,こ の中か らも死者が出て,こ の戦役

での戦死 ・病没者 は552人 となった。 これ らの戦没者のために病 院の一 隅で

招魂祭がおこなわれた。 また,梅 香崎神社境内 に招魂社が設け られ,招 魂社
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境 内に死者 が埋葬 された。次 いでお きた,西 南戦争 での戦死者 も同様 に梅香

崎招魂社の境内に埋葬 されていたがs墓 域が狭 くな り,新 たに佐古 に墓地 を

造った。1879(明 治12)年 長崎病 院拡張のため,隣 接す る梅香崎招魂社の墓

の一部が,拡 張 された佐古墓地へ移葬 される ことになる。 ところが この際

遺骨の一部が中国人に売 られた り,さ らにはごみ捨て場 に棄て られる事件が

お きる。遺骨のあま りの多 さに一部 を投棄 した ものであったが,こ のため責

任者 は1年 の丁役刑 を受 けた。陸軍では,こ の事件へ の対応 として,投 棄 さ

れていた遺骨 をすべ て収容 し,梅 香崎招魂社 に埋葬 されていた台湾 出兵,西

南戦争 の両戦没者 をすべて佐古 の墳墓地 に埋葬することを決めた。佐古の墳

墓地 は大幅 に整備 され,合 わせ て招魂場表口 までの道路300間 も改修 された。

この佐古 の招魂場 も1877(明 治10)年 に招魂社 とな り,同 じ市内に2ヶ 所

の招魂社 があることになったが,梅 香崎招魂社 は維新 の官軍兵士 を祀る もの,

佐古招魂社 は明治期の戦没軍人を祀 る もの と区分 されている。その後,佐 古

招魂社 は靖 国神社 か らの分祀 をうける長崎県全体の招魂社 となる。 しか しな

が ら,梅 香崎招魂社 も官祭招魂社であ り続 ける。1939(昭 和14)年 にともに

護 国神社 とな り,1942(昭 和17)年 に両護i国神社が合併 して長崎県護国神社

となってy・る。

(2)郷 土出身兵士 のための招魂社の新設

明治維新期の官軍兵士 を祀 る施設 とは無縁の,郷 土 出身の兵士 の慰霊施設

のための招魂施設 もつ くられてい く。

そのひとつは札幌護国神社 の事例 である。1879(明 治12)年,西 南戦争の

戦没屯 田兵 の招魂碑が札幌市北六条の楷楽園前 に建て られ,招 魂祭がおこな

われた。札幌護 国神社 ではこれ を招魂社 の始 まりとしている。以後毎年,屯

田兵司令部 で祭典が執行 される。1907(明 治42)年 に招魂碑 は中島遊 園地に

移転 し,後 に招魂社,さ らに護 国神社 となった。

また,明 治維新 の主力 となった藩であ り,官 軍兵士 を祀 る多 くの招魂社が

あった山口県で も,1903(明 治36)年 に防長靖献会 を設立 し,県 下の招魂祭

を山口市桜 畠練兵場でお こなうようになった。明治維新の官軍兵士の慰霊施

設 とは切 り離 した,郷 土 出身の兵士 の慰霊の場である。 山口県護国神社 はこ
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の桜 畠の地 に位置することとなった。

仙台の事例3)

仙 台の宮城県護国神社 は,明 治維新時の官軍兵士の招魂施設 とつなが りを

持たず,郷 土 出身兵士の慰霊施設 としての招魂施設の性質を示す事例 である。

仙 台には1871(明 治4)年 か ら鎮台がおかれ,東 北の軍事 的中心,軍 都 で

あった。当然,そ こには戦没者 に対する施設がおかれた。 まず墓所がつ くら

れ,そ の後招魂施設がつ くられたが,墓 所 と招魂祭場 とは別に設け られた。

招魂祭 には,特 定の招魂施設 は造 らず,宮 城野原頭,あ るいは川内練兵場

に祭場 を設け,神 官 ・僧侶 を招請 し,仙 台にある軍隊 ・学生参列の もとにお

こなっていた。招魂祭の規模 は毎年の募金状況 に左右 されたため,永 久に相

当規模 を以て忠魂 を慰めることはで きない として,1899(明 治32)年,地 方

の有志及 び第二師団の有志が相談 して昭忠会が組織 された。招魂のための施

設 はこの昭忠会がつ くった ものである。

昭忠会の会長 は,は じめは師団所在地 の旅 団長 もしくは知事 とされたが,

のちには宮城県知事が就任するようになった。副会長は宮城県学務部長,仙

台市長,第 二師団参謀長のそれぞれが就任す るとい うように,昭 忠会は宮城

県 ・仙台市 とい う行政 と陸軍による団体 であった。

昭忠会 は,陸 軍が管理 していた仙 台城 旧本丸肚 の一一部の使用許可 を得 て,

昭忠標(金 鶉塔二)と常設招魂祭殿 を建設 した。昭忠標 は頂上に銅製大金鶉 を

お くゴジック式の石標である。頂上の銅製大金鶏 の高 さは台共で15尺,地 面

よ り66尺 であった。前面中央 に長 さ11尺 幅4尺 の銅脾 を嵌入 し,小 松宮彰仁

親王の親書 「昭忠」の二大文字 を彫刻 してあ る。1902(明 治35)年 に竣工式

な らびに臨時招魂祭 を挙行 した。常設招魂祭殿 は昭忠標の うしろにつ くられ

る。工費総額6511円 をかけ,1904(明 治37)年 に完成 した。祭神 は明治7年

2月 の佐賀の乱以後に第二師管の従軍軍人軍属で戦死病没 し,靖 国神社 に合

祀 された人々 とされた。明治初期の招魂社の ような明治維新時の官軍兵士で

はな く,郷 土 出身者の慰霊施設 の性格 を持 っていた。 さらに1906(明 治39)

年4月 には仙台市兵事義会が記念館(威 揚館)を 招魂社脇 に建立寄附 し,戦

利品等 を陳列 した。 さらに,市 内有志が拝殿 の扁額 と常夜燈を奉納 し,社 殿
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と境 内を整 えたのであった。

(3)招 魂社 と墓所 との分離

官軍兵士の墓所 とともにあった招魂社が移動 して墓所 と分離する事例は金

沢でみることができる。

金沢の事例

戊辰戦争に官軍 として参加 した加賀藩では,戊 辰戦争戦没官軍兵士へ の祭

祀の太政官布告にさきだって,1868(明 治元)年10月 に藩主 ・前 田慶寧が戦

没藩士 をまつ るため,卯 辰 山で招魂祭 をお こなった。さらに,1870(明 治3)

年12月 に,金 沢藩知事 となった前 国慶寧が卯辰 山に招魂社 を創建 し,戊 辰戦

争 に戦没 した藩士108名 を祀 った。卯辰 山はs金 沢城の東 にある丘陵で,城

下 とは浅野川 をへ だてている。藩政時代か ら,金 沢の宗教 的な空間であ り,

死者の再生 とのかかわ りが深い地域 とされている。

招魂 の祭祀 は卯辰 山でお こなわれていたが,明 治中期か らは市内中心部に

移 り,兼 六園や旧金沢城近辺の出羽町練兵場 で行われるようになった。現在

地の出羽町に移動するのは1935(昭 和10)年 であるが,実 質的には明治 中期

か ら招魂祭の場 は卯辰 山か ら移動 してい る4)。 このように金沢ではかな り早

い時期か ら,実 質的に招魂祭会場は墓所 と分離 している。

陸軍墓地がつ くられたのは,招 魂社がある卯辰 山 とは旧城下を挟 んで西側

にある野 田山であった5)。 この地 は藩政時代 には藩主 とその一族の墓があ り,

武士 ・町民 には埋葬制限があ った。卯辰 山に葬 られた西南戦争の戦死者 は,

1892(明 治26)年 に戊辰戦争の死者 とともに卯辰 山か ら改葬 され,野 田山に

「陸軍軍人合葬之墓」 として合葬 された。

3国 家動員の施設としての護国神社へ

昭和 に入 り,満 州事変か ら太平洋戦争 の時期 には,多 くの国民 が身近 な

人々を戦場で失 っている。そ うした戦死者 を祀 る施設 を身近 に求めるように

なる。官祭招魂社 はこうした欲求 をみたす もの とはいえなかった。戦死者は
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靖 国神社 の祭神 とな り,そ れが分祀 されてはじめて官祭招魂社 の祭神 となる。

靖 国神社の合祀 と一般用語 における合祀 は意味が異な り,靖 国神社の合祀 に

対 しては定め られた儀式 を必要 とす る6)。 この時期 に人々が求 めていたのは,

厳密 な意味での合祀 された施設 よりもむ しろ,一 般的な感覚での戦死者の慰

霊施設 であった。 また,靖 国神社 は遠隔地であった。 さらに祭神 は戦病死者

などが含 まれ ないことが ある。 このため,よ り身近な慰霊施設 として,市 町

村 レベルでの招魂社や忠魂碑 の設立の動 きがみ られる。

こうした動 きに対 し,国 家 は強い統制の もとで コン トロール しようとす る。

戦没兵士 に対す る統制,死 者 に対す る統制 をしようとす るのである。

1934(昭 和9)年 ごろか ら,一 府県一社 の招魂社制度への大枠がつ くられ

る。 このなかで,祭 神 を靖 国神社 の祭神 にか ぎり,府 県 を単位 とす る招魂社

制度 によるコン トロールがおこなわれ るようになる。それまで招魂社 のなか

った和歌 山 ・姫路 ・徳 島 ・長野 ・香 川 な どで招魂社 の創建 が許可 され,秋

田 ・栃 木 ・愛媛 ・熊本 な どで官祭 ・私祭招魂社 が移転 ・改築 されは じめた。

この招魂社が後 の護国神社 となってい く。

護国神社の建設は神祇院の指導下でお こなわれ,社 殿 の規模や諸施設 は各

地 ともあま り違 いがない。 どこの護 国神社 で も,実 際に工事 をするのは大阪

の社寺建設の専 門会社 山田組であ り,護 国神社 の差異 はよ り少 な くなってい

く。 また,護 国神社の参道周辺 を公園 にす るとか,外 苑 を整備するなどの方

針 もあ り,護 国神社 は,多 少の規模の違 いはあって も,か な り似 た構成 とな

っている7)。 この ように護国神社 の規格化がお こなわれ,靖 国神社 の府県分

社 としての性格がはっきりしてい く。

護国神社制度 の整備 に よって,招 魂社 をつ くろうとす る運動 よ りも 「市 町

村 内全戦死者合 同之記念碑」 として忠霊塔 をつ くろうとす る運動が盛 んにな

って くる。陸軍墳墓の荒廃 をみた陸軍軍人の力 も加 わ り,忠 霊塔 には,墓 碑

としての性格 も付与 されてい く。

府県 とい う広 い範囲に1つ しか設 け られ ない護国神社 とは異 な り,市 町村

に1つ とい う規模 の忠霊塔建設は全国的に盛 り上が りをみせた。ただ し,忠

霊塔 は1市 町村 に1つ とい う制 限があ り,国 家の管理が及ぶ ものであった。

最終的には,護 国神社 との差異化がはか られるなかで,神 社形式で はないこ
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と,陸 軍墓地があればその中につ くること,な るべ く簡素な もの とす ること

などが条件 となったため,忠 霊塔のほ とん どは仏教的なイメージをもつ伝統

的な墓石 に近いデザ イ ンとなっていった8)。 このデザイ ンのため,戦 後 にな

って,忠 魂塔 は軍人 に限 らず戦没者一般 の慰霊塔 となった り,他 の仏教的 な

イメージの施設 になるものが あった。弘前では,勤 労奉仕 によってつ くられ

た忠霊塔が,「 忠」 の部分 に梵字 をかぶせた 「霊塔」 の文字 を正面に し,仏

舎利 を奉納 した仏舎利塔 となって,現 在 も残 っている9)。

招魂社 は戦死者 を慰霊する場 としてだけではでな く,戦 死者 を媒介 に した

さまざま国家動員 の場 としての意味合い も強 くなる。招魂社 とい う名称が護

国神社 と改め られるのは,そ うした意味付与の変質が大 きい。 さらにr兵 士

の出征 や学生 ・生徒,一 般国民 の行事参加 を可能 にす るため,広 い参拝スペ

ース を周辺 にもつ ように指定護国神社が建 て替 え られ るようになる。

また,軍 人墓地 も同様二に社会状況 に合わせて再構成 されてい く。

た とえば,金 沢の陸軍墓地では 日清戦争,日 露戦争,上 海事変,満 洲事変

な どの合葬碑が ならび,中 心 に大 きく 「支那事変戦妓者忠霊塔」が位置 して

いる。 これ は死者 に対する軍の取 り扱 いを示 してい る。 日清戦争 の戦没者の

合葬碑 は,戦 没者合 葬碑 と戦病没者合葬碑 とがな らんでいる。戦病没者 を戦

死者 にふ くめることに より国家の戦争で命 を落 とした ものへの処遇の差 を埋

めてい る。 また,日 露戦争の戦死者の合葬碑 「日露役陣彼者合葬碑」 は 日露

戦争直後の1907(明 治40)年 に建立 された将校 同相 当官,準 士官,軍 曹』,兵

卒並軍属 に区分 された4つ の合 葬碑 を,1937(昭 和12)年 に改修 し一基 に し

た もので,階 級 をこえた戦死者 の扱 いの平等 を示そ うとした。 さらに1939

(昭和14)年 につ くられた 「支那事変戦妓者忠霊塔」 は,当 時急激 にたか ま

った忠 霊塔建設運動 の流れの一環 で石川県下の支那事変戦没者 の忠霊 を顕

彰す るもの としてつ くられ,陸 軍墓地が慰霊の空間 と しての性格 を強 くし

ている10)。

こうした指定護国神社や忠霊塔の建設における住民の負担は少 な くなかっ

た。整地や周辺施設整備 の勤労奉仕が当然 とな り,施 設の建設費用 の少なか

らぬ部分は,地 域住民の寄付 によった。関係す る市町村 や各種 団体か らの寄

付が割 当の ように課 されることも少 な くなかった。
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多 くの人々が勤労奉仕を している。護国神社や忠霊塔の敷地整備や,玉 石

拾いな どに,官 吏やその家族,学 校生徒,青 年団体,そ の他多 くの団体が参

加 している。そ うした参加 は好 ましい姿 として紹介 され,各 地で 「自発 的参

加」が強制 された。

た とえば岩手護国神社 では,次 の ように整備 されている。1933(昭 和8)

年 に満州事変記念事業 と して新社殿造営が計画 されたが,凶 作 のため延期 し,

1936(昭 和11)年 よ り造営の作業を始 める。1939(昭 和14)年 内務大臣指定

の岩手護国神社 とな り,新 社殿が完成 した。

境内が拡張 され,12戸 が移転 した。造営費用 は9万 円で,う ち5万 円は盛 岡

市 と県内町村が募集 し,残 りを篤志家 と鉱 山が寄付 した。 さらに,こ の作業

には多 くの勤労奉仕が動員 された。その規模 は,215日 間で延べ3万2千 人

に及んだ。

また秋 田県護 国神社で は次の ようであった。1939(昭 和14)年4月1日,

内務大 臣指定の秋 田県護 国神社 となると,旧 社地,高 清水丘 に社殿造営 し,

1940(昭 和15)年 工1月15日 に移転 した。その費用 は25万 円であったが,う ち

9万 円は秋 田県銃後資金募集委員会寄進金で まかなわれ,市 町村 の寄付金が

9万 円,残 りは官吏や学生 ・生徒,篤 志家の寄進金によったll)。

この ように してみると,護 国神社 は,戦 時体制下で新 しい空 間として再構

成 された ものであることがわかる。国家総動員体制のための さまざまな新 し

い行事の中心的な施設のひ とつ になっている。人々の記憶 のなかで,護 国神

社や忠霊塔 は戦 中の記憶 と分かちがた く結 びつ くものであった。系譜的には

護国神社へ とつながる招魂社が,明 治のある時期か ら大正 までのハ イカラか

らモ ダンな時代 と重 なる部分 を持つの とは異 なるイメージである。

4戦 後の護国神社

戦時体制 のもとでつ くられる護国神社 のなかに,戦 後 になってつ くられた

もの もある。第二次大戦終了時 までに内務省の指定護国神社が なか ったのは

神奈川 ・宮崎 ・熊本の3県 であった。

戦前,宮 崎県 は県内7つ の招魂社があ り,そ れぞれが護国神社 となってい
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た。特 に都城市 は多 くの部隊が立地する軍都 であるため,指 定護 国神社 の誘

致 に熱心 であったが,最 終的には,県 の中枢 であるとい うことで護国神社 を

持たない宮崎市に場所が ようや く決 まった。1943(昭 和18)年 に宮崎県護国

神社創xの 許可 を得 て,勤 労奉仕 によって整地作業 を行い,用 材の準備 を終

え,建 設資金がで きた ところで終戦 を迎 えた。戦後,用 地は学校 に,用 材 は

病院に使 われ,集 め られた資金 は返還 された。 のちに県知事 を代表 として再

び建設運動が起 こり,建 設資金 を集め,宮 崎神宮 の境 内に建設 された。1955

(昭和30)年 の完成後,す ぐに宮崎神宮か ら別れた別個 の宗教法人 となって

い る12)。

熊本県 は,花 岡山招魂社 を熊本県護 国神社 と改称 し,社 殿 を改築 して内務

大臣の指定 を受 ける予定であったが,終 戦 によ り工事 を中止 し,1957(昭 和

32)年 に別 の場所 に完成 した。

神奈川県 は指定護 国神社 の内諾 を得 て造営 を進めたが,完 成 間近 の1945

(昭和20)年5月29日 の横 浜大空襲 で焼失 した。戦後 は護国神社 は再建 され

ず,か わ りに神奈川県戦没者慰霊堂が1953(昭 和28)年 に建設 され,慰 霊祭

が行われている13)。

こう して,3県 の指定護国神社 は,神 奈川県 を除 き,計 画通 りに建設 され

た。

戦後,護 国神社 を成 り立たせていた制度が失われて,護 国神社 は独立 した

宗教法人 となった。その際,青 森県護 国神社 ・和歌山県護i国神社 ・徳 島県護

国神社 の3つ を除 き,護 国神社 は名称 を変 えている。

国家 の庇護 を受け られな くなったため,護 国神社 は積極的 に 「崇敬者」 を

募 る必要があ った。護国神社 ごとにさまざまなや り方で,神 社 を維持 してい

くようになる。結婚式場 ともなるような集会施設 をつ くった り,立 地の良 さ

を生か して観光施設 を併設す るもの もある。

また,神 社 の敷地 は国有財産の払い下 げをうけることがで きたが,こ のた

めに容易 には移動で きな くなる。そ こで,地 域 との強い結びつ きをつ くる必

要がで きて きた。各種 の記念碑 を境 内に建設す ることは指定護国神社時代 は

認め られ なかった。現在では,部 隊や艦艇 を単位 とした招魂碑や記念碑,満

洲 開拓 団の記念碑 な ど,さ まざまな石碑がみ られる。神社の祭神 も靖 国神社
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の祭神のみではな く,公 共殉職者 に拡 げ られた ところもあ り,公 務殉職者の

碑,災 害の慰霊碑 な ども建て られている。 ただ し,こ うした記念碑 の中には

かな り古 い もの もあ り,も ともとの設立地が不 明であるため,戦 後 の現象 と

みていいか どうかは不明な点 もある。

護国神社 は,制 度的な支 えが失われたことにより,あ る時代やある集 団の

記憶 の場 として,地 域 と結 びついたシンボル性 をもつ ようになったとい うこ

ともで きよう。

5イ ベ ン トの場 としての招魂社

東京招魂社時代 の靖 国神社 は,新 しい欧風文化 に接す ることがで きるたい

へんモ ダンな場で もあった。

1871(明 治4)年 には,九 段坂上の灯明台がつ くられ,東 京湾 の漁民 の 目

印が,従 来の神 田明神の灯 明に代 わったほ どの施設である。1881(明 治14)

年 に完成 した武器 陳列施設である遊就館 はイタリアの古城がモチーフとされ,

当時の東京で も有数の洋風建築であった。 さらに,明 治20年 代 には新 しい商

品展示施設である勧工場 も上野 とともに九段下 につ くられている。

また,例 大祭ではさまざまなイベ ン トが開催 された。1871(明 治4)年 の

例大祭では,ス リエ曲馬団のサー カスが興行 し,九 段競馬 として知 られた競

馬が行 われる。 また,招 魂社境内で 日本で最初 の博覧会 である内国博覧会が

開かれた。後に も,1887(明 治20)年 の例大祭 にはイタリアのチャネ リ曲馬

団が来 日興行 し,以 来,日 本人一座 の曲馬団が興行 し続ける。1896(明 治29)

年 の例大祭の競馬は268頭 もの馬が出場す る大 イベ ン トとなっていた14)。そ

うした様子 は川端康成 の 『招魂祭一景』や吉行淳之介 の 『祭礼 の 日』,安 岡

章太郎の 『サアカスの馬』などで知 られ る15>。

招魂社や招魂祭 にみ られるイベ ント性 は各地 の招魂社 に も広が っていった。

日清戦争や 日露戦争の戦没兵士慰霊 と戦勝記念 を合 わせ たイベ ン トとして,

各地で盛んに招魂祭がお こなわれ るようになった。 この際,明 治初期 に途絶

えていた各都市の伝統的 な祭 りの復活 もみ られ,地 域 の大 きなイベ ン トとな

っている。特 に招魂祭 は,正 規の祭礼 である例大祭 とは異なる祭事 であるた
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め,軍 の主催 の もと,神 式 のみな らず,仏 式での祭事 も行われた り,地 元 の

人び との さまざまな催 し物 もおこなえるものであったユ6)。

明治維新 によって断絶 した祭 りが招魂祭 として復活 した例 のひとつ として,

仙台の東照宮祭礼がある。東照宮祭礼 は仙台祭 ともよばれ東 日本で も屈指の

祭礼 であった。1654(承 応3)年,2代 藩主忠宗 が東照宮 を仙台 に勧請 し,

翌1655(明 暦元)年 よ り祭礼 は始 まった。祭礼 は,ほ ぼ1年 お きに藩主が在

国中にお こなわれ,1852(嘉 永5)年 まで114回 続 いたが幕末 ・明治維新 に

よって断絶 した。その後,1871(明 治4)年 に天長節奉祝祭祭礼 に,仙 台祭

の山鉾 が練 り廻 った。その後,桜 ケ岡神 明宮祭礼,青 葉神社祭礼 などに,東

照宮祭の山鉾が練 り廻 ったが,1887(明 治20)年 の招魂祭以降,山 鉾 は招魂

祭 に練 りまわるようになった17)。

仙台祭の山鉾 は,当 初 は車 で曳 く様式 であったが,の ちに人々が担 ぐ様式

となった。旧藩時代 に山鉾 を出 していた大町 に加 え,招 魂祭では新 たに常磐

丁 ・東一番丁 ・名掛丁が 山鉾 を出す ようにな り,新 興商店街の力が強 くなっ

たことがわかる。明治後期 には電線が多 くな り,1899(明 治32)年 を最後 に

山鉾巡行 はな くなったが,招 魂祭 とい う新 しい祭 りが,伝 統的な祭 りの復活

の機会 となった18)。

また,石 川護 国神社 で も,招 魂祭 では,花 火や花街 の芸者衆の手踊 り,相

撲,競 馬,撃 剣 な どがあ り,多 くの物売 りも出て,市 中ごった返す とい う,

祝祭的なイベ ン トであった。昭和 に入 ると規模 は大 きくな り,人 出は3万 人

や5万 人 と報道 されている19)。

弘前 では,1882(明 治15)年 か ら途絶 えていた弘前八幡宮祭礼 の山車が招

魂祭で曳かれた。八幡宮祭礼 は,四 代藩主津軽信政の時代の1682(天 和2)

年 か ら始 まるもので,弘 前で もっ とも盛 んな祭礼であった。神興 の露払い と

して各 町内の若衆達 によって繰 り出 され山車 は,人 形 を中心 とした高欄付 き

で,弘 前組ねぶたに影響 を与 えた と言われ る。 これが,一 一時的 にせ よ復活 し,

弘前の人び とに大 きな印象 を残 した20)。

招魂社 の祭礼 にともなうイベ ン トが,現 在で も地域の大 きなイベ ントとな

っているもの もある。

旭 川の旭川護 国神社例大祭 の北海道音楽大行進 である。1984(昭 和54)
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年 の参加団体が学校が34校,自 衛隊が11隊 などで58団 体,参 加者が5300人,

沿 道の観衆 は27万 人 とい う大 きな ものである21)。2000(平 成12)年 の第68

回音楽大行進 では,参 加 団体が70団 体,参 加者が2661人 であった。内訳 は幼

稚 園 ・保 育園10,小 学校10,中 学校18,高 等学校13,大 学 ・0般11,カ ラー一

ガー ド・バ トン トワリング8で あ り一般のなかに自衛隊が5隊 が含 まれる22)。

北海道音楽大行進は,1929(昭 和4)年,戸 山軍楽隊が銀座 を行進 した こ

とを新聞記事で知 った北海 タイムス社旭川支局長の竹 内武夫が,地 元の有志

に呼びかけておこなった もので,同 年6月5日 の北海道招魂社例大祭 に第1

回がス ター トした。10団 体 ・200人 とい う規模であった23)。

また,熊 本県本渡市では,毎 年,天 草招魂祭が開かれている。 た とえば,

2000(平 成12)年 は4月1日(土)～4月3日(月)に 開催 された。1日 は,

天草全島の戦没者の慰霊祭 と 「原 田悠里杯天草の ど自慢大会」が南公園で開

催 された。2日 はsRKKラ ジオ 「出前放送局 ・天草招魂祭 の巻」の公 開生放

送がお こなわれ,ま た,本 渡港では陸上 自衛隊の装備 品展示や海上 自衛隊護

衛艦の体験航海 も実施 された24)。

この ように,と りわけ招魂社 時代 の招魂祭 は,郷 土の戦没兵士の慰霊 とい

う枠組みのなかで,多 くの住民が参加で きる歳時イベ ン トのひ とつの ような

存在で もあった。そ うした住民 の招魂のイベ ン トに各種 の国家運動的な要素

が入 り込み,あ る意味では統制の とれた,言 い換 えれば官製の行事 となって

い く時期が護国神社 時代 を迎 える時期 となって くるのである。

6道 具的 シンボル とフェティッシュ ・シンボル と しての護国神社

護国神社 は,招 魂社 か ら官祭招魂社,護 国神社 と社会的な位置づ けが変 わ

って きている。施設の改築や移動な どの,目 に見 える変化 をともなう場合 も

ある。そ うした変化のなかに,戦 前期の護国神社の持 っていた道具的シンボ

ル としての性質がみ えて くる。

招魂社 が移動する と,以 前の場所 には全 く痕跡 を残 さず,な かには別の用

途 に用い られている ところ もある。 これは招魂社 の道具 的シンボル としての

性質 による。つ ま り,宗 教 的な施設の多 くにみ られるような,移 動後 も空 間
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に残 る何 らかの痕跡,つ まりフェティッシュな空間性 を招魂社 は持 たなか っ

たことを示す。社会構造が大 きく変化 し,招 魂社(護 国神社)を 成 り立たせ

ていたような価値観が変化 した場合であれば不思議 はない。 しか しなが ら招

魂社(護 国神社)を 成 り立たせている価値観が継続 され,む しろ強化 されて

いるにもかかわ らず,戦 前期 にこうした ことがみ られる。

そのため,各 地の護国神社の実地調査すると,位 置が移動 した場合,以 前

の場所 で痕跡 を探す ことは難 しい。城趾 におかれていた岩手や秋田の招魂社

のあ とは,城 祉公園 として使 われてお り,招 魂社 のあった時代 の地 図をさが

して,よ うや くその場所 を確 認で きた。

秋田県護 国神社 では,そ の始 まりを,1869(明 治2)年 に,旧 秋 田藩主で

久保田藩知事 ・佐竹義尭が秋田郡寺内高清水丘 に戊辰戦争戦没者 を祀 る招魂

25)

。 この地は,平 安時代 の秋 田城堤 であった。祠 を建 てたこ とにおいている

1893(明 治26)年,招 魂祠 は焼失 したため,翌 年 に仮殿 を造 り,祭 祀 をお こ

なってい る。1899(明 治32)年 に秋田千秋公 園となっていた佐竹城趾 に招魂

社 は遷座 し,県 出身軍人軍属 を合祀 した。秋 田千秋公 園の招魂社 は長 く続 い

たが,1940(昭 和15)年 に平安時代 の秋田城垣 である清水岡に,護 国神社 と

して遷座 している26)。 なお,護 国神社 の位置 は,明 治前期 の招魂社 とほぼ

同 じであるが,参 道の位置が逆になっている。参道 は,招 魂社 時代 は,羽 後

街道 か らであったものが,護 国神社 では秋田市側か らの参道 となっているの

は興味深い。

秋田千秋公園の本丸趾 には旧藩時代 の城に とってかわって,県 社 であ る秋

田神社 と招魂社 とが ならんでいた。この地 を訪れた皇族や軍人の記念植樹 も

多かった。 ところが,現 在,佐 竹城趾 には招魂社のあったことを示す ものは

ない。根元 に軍人 ・皇族の名が記 された石柱のある松 が多 く,第17聯 隊の石

碑 などがある点が気 になる くらいであ る。ほかに警察官 ・消 防士の殉職碑や

八幡秋 田神社があるだけである。

愛知の場合,1918(大 正7)年 か ら1935(昭 和10)年 までの官祭招魂社 の

跡 は現在名城公園 となってお り,1989(平 成元)年 につ くられた時計塔の土

台に 「官祭招魂社跡」の小 さなプレー トがあるだけである。

弘前では,1888(明 治21)年 か ら1910(明 治43)年 にかけて招魂社があった
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場所が地元の財界人の別荘 とな り,現 在 は住宅 と庭 園を鑑賞す る観光施設 と

なっている。旭川の ように,北 海道護国神社が移転 した後,そ の地が北鎮神社

として軍関係者が居住す る地域 の地元神社 となった ような場合 もある27)。

いずれの場合 で も,戦 前の招魂社(護 国神社)の 移動 は宗教的な空間を有

する施設の移動 とい うよ りも,行 政機関の移動 というような感覚であ り,空

間への関心 は乏 しく,空 間その ものに特別な意味付与は されていない。

こうした空間その ものへの関心 の低 さは,招 魂 とい う形式に もよっている。

招魂の空問は,招 魂 されている期 間だけ,あ る種 の意味 を持つ空間 となるの

であって,そ うでないときには空 間その ものには特別の意味 をもたない。別

の視点か らすれば,招 魂 には特別 な施設が必要ではな く,ど のような空間で

あって も招魂の場 にな りうるのである。であるか ら,別 の空間に招魂 の場が

変わった ときには,以 前 の招魂の空間は,招 魂の場 としての意味付与が なさ

れていない空間 として,他 の用途 に転換可能 なもの となる。

しか しなが ら,そ れ以上 に道具 的シンボルとしての性質が招魂社(護 国神

社)の 性格 に現 れているともみ ることがで きる。招魂社(護 国神社)は 境 内

の配置を新 たにす ることに,道 具的 シンボル としての性質 をより強 くあ らわ

している。た とえば,岩 手護国神社 は現在の本殿 の横 に時代 を遡 って招魂 の

碑 を配置 して,系 譜的に護国神社 の歴史 を示 そ うとしている。 また,新 潟県

護国神社 は,1939(昭 和14)年 に指定護i国神社 とな り,新 たに現在地に社殿

の造営 をする際 に,招 魂社以来のさまざまな招魂碑や墓碑 な どを,空 間的 に

整備 して再配置 している。

こうした招魂社(護 国神社)の 移転 に伴 う整備 時に意図的 に読み替え られ

た,道 具的 シンボル性 は,他 の慰霊施設,た とえば先 にみた金沢の陸軍墓地

の合葬墓碑 の 「整備」 にみ られ るのと同様である。

護 国神社 の道具的 シンボル性が変化す るの は,価 値観の大変換 がお き,護

国神社 を成 り立たせていた枠組みその ものが無 くなった戦後か らである。護

国神社 は,宗 教施設 として国家か ら分離 され,ま た国有地の払 い下げをうけ

て,ま さにある空間に固定 されるひとつの宗教施設 となった。 またそのこと

によ り,空 間その ものに意味が付与 され フェテ ィッシュ ・シンボル となった

のである。
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戦災 で被災 し本殿 などを失 なった護国神社が,長 い時間をかけて も以前の

場所 に復興 しようとするのは,こ うした性質の現れであろう。

た とえば,宮 城県護国神社 は,1945(昭 和20)年7月9日 夜の仙台市空襲

により,本 殿 ・附属社 ・記念館 ことご とく炎上 した。その神体 は軍の防空壕

な どに移転 した後,9月 ユ5日に秋保神社 に移転 し,1953(昭 和28)年,8年

ぶ りで秋保神社 よ り仙台市大町頭 に完成 した奉斎殿 に移転 した。 さらに1958

(昭和33)年,仙 台城天守台跡 に伊勢神 宮の外宮 別宮 「風 ノ宮」 の旧正殿 を

譲 り受 け,8月20日,社 名 を宮城県護国神社 に復元 し,仙 台城天守台跡 に位

置するようになった28)。

また,沖 縄県 護 国神社は,1945(昭 和20)年 の戦災ですべてを焼失 したあ

とに,同 じ地に1959(昭 和34)年 に仮社殿 を建立 し,1965(昭 和40)年 本殿

を復興,1972(昭 和47)年 の本土復帰後,1973(昭 和48)年 に宗教法人の認

可 を受 けてい る29)。現在 で も境 内 に,本 殿脇 に本殿建設時の寄付者 の掲示

板があ り,小 学生の1セ ン ト寄付者 などが表示 されている。

また,同 じ空問の利用 の変化,た とえば,江 戸時代の城郭が,明 治以降戦

前 まで は軍事施設 とな り,戦 後 は大学な どの教育機 関が立地 し,現 在 は歴史

的な城 の再建が行われている といった利用 の変化 は,「 文明」 「近代化」 「軍

都」のイメージの空 間的表現か ら,「 教 育」 「文化」,そ して 「歴史」 「伝統」

のイメージの空間的表現 となっているとい う,都 市 の時代 による自己イメー

ジの変遷 な ども考 えさせて くれる。

招魂社(護 国神社)の もつ シンボル性 とその変化 の研究は,招 魂社(護 国

神社)が 社会制度や宗教領域 の対象 としてばか りではな く,都 市 にお ける空

間や施設の もつ シンボル性 を考 えるうえでひ じょうに興味深い ものであるこ

とを示 している。
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